
遣
融
が
殆
ん
ど
漏
れ
な
く
揚
げ
ら
れ
て
聡
て
、
灘
も
う
ち
に
從
來
全
く
利
用

し
鴛
な
か
っ
た
霞
婁
な
も
の
が
公
開
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

書
に
依
っ
て
支
那
の
一
史
薗
研
究
に
一
つ
の
新
し
い
藁
準
が
示
さ
れ
た
と
も

公
ひ
縛
る
と
思
ふ
。
な
ほ
本
文
の
記
遽
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
縮
購
は
大
圏

Ω
副
一
冨
お
瓢
。
｛
二
6
＜
色
一
〇
’
く
緊
碧
夢
に
似
て
は
み
る
が
、
確
賞
な
賓
測
欄
を

挿
ん
で
記
遠
が
適
確
の
慶
［
を
加
へ
た
鮎
を
も
幽
翠
ぐ
可
き
で
あ
り
、
璽
に
爾
後

の
支
那
考
古
畢
の
瀧
漣
に
絆
ひ
敏
授
が
随
所
に
既
穫
の
所
見
を
響
瞼
耐
の
上

見
解
を
新
た
に
し
て
み
る
織
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
本
誰

ほ
教
授
の
謁
査
を
麺
じ
て
の
現
時
㊦
支
那
史
前
文
化
の
瓶
翻
と
も
云
ふ
べ
き

．
面
を
持
つ
た
も
の
と
せ
ら
れ
る
。
敏
授
が
最
初
の
河
南
臥
龍
の
獲
掘
に
於
い

て
な
ほ
適
確
に
そ
の
特
色
を
把
握
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
同
地
繊
土
の
黒
陶

を
ば
そ
の
後
の
知
見
に
依
っ
て
明
確
に
し
て
み
る
こ
と
や
、
爾
後
の
中
幽
卜

者
な
b
田
本
雛
徒
の
日
日
に
於
け
る
業
績
を
ば
霞
己
の
獲
見
轟
と
縮
び
つ
け

て
年
代
醗
な
弓
そ
の
他
の
性
質
を
論
じ
て
み
る
黙
な
ど
は
、
右
の
一
部
分
と

し
て
是
等
の
上
に
い
ろ
一
と
新
し
い
晃
解
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
熱
は
撤
授
の
最
初
の
所
見
が
そ
の
ま
、
殆
ん
ど
無
批
到
に
受
け
容
れ
ら
れ

て
現
在
な
ほ
一
般
に
行
は
れ
て
る
る
我
が
畢
界
の
懲
態
依
然
た
る
に
封
し
、

深
趣
反
省
と
共
に
特
に
本
書
の
通
讃
が
要
請
せ
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。

　
た
ゾ
左
檬
な
記
述
の
聞
に
あ
っ
て
博
士
が
出
初
提
出
せ
ら
れ
た
甘
備
…
の
鐵

土
晶
を
中
心
と
す
る
所
謂
史
前
文
物
の
六
期
論
に
封
し
て
は
、
そ
れ
が
極
め

て
不
充
分
な
藁
準
の
上
に
立
つ
所
か
ら
躁
鼻
の
｝
部
に
批
判
が
現
は
れ
て
る

る
に
も
か
、
は
ら
す
、
ど
う
し
た
羅
か
何
等
の
蒋
橡
耐
を
撫
へ
る
こ
と
な
く
、

恰
も
既
定
の
窺
蟹
の
如
く
取
扱
は
れ
て
る
る
の
は
、
記
遽
を
通
じ
て
新
た
に

、
彙

報

右
の
組
立
て
の
上
に
海
難
的
な
皆
景
の
騰
馬
せ
ら
れ
て
る
る
こ
と
が
推
さ
れ

る
所
は
あ
る
と
は
黛
ひ
乍
ら
、
綴
搬
に
感
ぜ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
冤

も
角
と
し
て
東
亜
の
天
地
に
幾
年
翻
り
に
か
再
び
単
篇
の
訪
れ
た
今
日
、
こ

の
書
は
ま
さ
に
蒋
出
輸
す
る
で
あ
ら
う
支
郷
中
隙
の
古
文
化
研
究
の
新
た
な

隔
安
を
興
へ
る
も
の
と
し
て
、
駈
掲
の
遺
物
類
の
虞
の
姿
の
把
握
の
行
は
れ

確
Φ
べ
き
こ
と
に
翻
咽
待
が
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
丸
叢
話
以
次
　
鍍
費
、
価
協
瑞

典
六
＋
ク
ラ
ウ
ン
）
（
梅
．
撒
末
漕
）

彙

報

　
　
　
　
史
一
一
薇
重
目
期
の
講
義

　
終
　
騰
　
に
偉
u
ふ
勒
高
分
動
鎖
學
坐
の
復
麟
岬
、
欝
陣
學
徒
の
復
負
に
依
り
十
月
十

｝
鎖
か
ら
新
喪
期
の
講
義
が
開
始
せ
ら
れ
た
。
明
年
器
…
月
ま
で
の
講
義
の
題

珂
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

國

○
胸
懸
概
説
　
策
一
部
　
　
　
毎
週

○
國
史
概
設
　
第
…
　
部

　
（
演
習
）
塵
安
時
代
の
文
化
と

　
そ
の
後
代
へ
の
測
塀
驚
囲

　
日
本
古
文
啓
學

　
中
世
の
硅
會
・
丈
化

　
（
實
脅
）
臨
代
読
紳
と
腿
史
意
識

　
近
世
の
吐
會
と
そ
の
思
想

　
飛
良
綴
鎮
南
艮
臨
男
帯
の
研
㌍
川

ゆ
備
史
料
の
研
究

第
　
鵡
十
魯
　
第
顯
號

棚
田

　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　二　　　　　　　　＿膚　　　　　　二　　　　二　　　二　二二
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、
東
洋

蕪
洋

弓

　　　史

riiiサ薯二二”　”ff｝｛

敏
授

〃鈴
木
助
敏
授

井
上
助
敏
授

縣
畷
畦
際
蕩
．

威
凹
　
｝
　
聾
爵
薩

○
東
洋
吏
概
醗
　
節
一
部

○
東
洋
史
概
競
　
第
瓢
部

癌
代
㊨
軸
禽

　
（
玉
具
）
糠
代
災
三
文
欝

　
支
那
政
漁
患
想

　
（
講
譲
）
瞳
代
食
貨
忠

　
漢
蝿
族
の
南
方
叢
展
史

　
（
講
讃
）
二
十
瓢
史
鰯
寵

　
太
辮
天
蹴
の
研
塊
　
　
　
．

　
隷
　
古
　
史

○
概
洋
史
概
説
　
　
’

　
ギ
リ
シ
ャ
に
於
け
る
政
瀞
…
田
仙
禰
聯

　
（
醗
鱒
）
近
代
に
於
け
る
正
鵠
と

纏
漕
と
の
騨
係

　
霊
川
一
三
係
の
研
究

　
質
；
マ
繭
工
電
髪

　
フ
ラ
　
ン
ス
革
命
史
の
研
究

○
地
理
醗
概
説
　
纂
　
部

○
地
理
墨
概
醗
　
錦
二
蔀

　
島
の
人
丈
地
理

　
（
溝
〔
轡
）
鍬
｝
難
灘
閉
の
諸
燭
題

　
政
白
地
鯉

　
（
欝
欝
）
フ
ラ
ン
ス
紬
嶋
細
鵡
戴
槻
魏
騨
輪
麟

　　　　　　　　　　　　　説　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　諜．　　　　　　　二　　　　　　ニ　　　　ニ　　　ご　ニニ　　　　　　　隠　　　　　　二　　　　二　　　二　ニニ　　　　　　　二　　　　　　こ：　　　　二　　　二　需：二

第
謙
榊
牽
巻
　
簸
闘
號

七
穴

　
（
鐙
糟
）

（
謙
譲
）
ア
メ
リ
カ
地
鋳
掛
講
讃

○
考
古
雄
概
説

　
策
亜
古
墳
鶏
の
研
究

　
裳
層

○
印
は
從
來
の
魯
通
講
義
に
絹
慰
す
る
も
の
な
る
を
示
す
。

　　　　　　ニ　　　　ニ　　　．≡三　二烹

　
　
　
國
糞
窃
究
婁
近
況
、

　
讃
史
禽
　
終
職
に
伸
っ
て
二
陣
二
三
の
復
麟
す
る
著
相
踵
い
で
來
り
、
鶴

史
研
究
婁
も
こ
れ
ら
の
鞭
生
を
迎
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
轍
胆
蓮
と

嚇
慰
勢
と
を
爺
諏
て
、
十
縣
十
九
輿
（
金
）
午
晶
削
十
三
小
†
か
ら
大
雛
…
毒
山
内
ム
人
仙

院
に
譲
史
魯
を
開
い
た
。
西
鱗
敏
授
以
下
敏
職
賃
、
卒
藁
生
、
雄
生
等
の
魯

す
る
考
四
十
蝕
多
、
名
園
に
臨
み
、
堀
内
謝
手
の
黙
箭
に
て
茶
を
喫
し
、
鷲

な
る
豚
…
史
の
創
燈
に
就
い
て
翼
驚
な
る
意
見
を
｛
父
漁
…
し
た
。

　
次
い
で
＋
一
簿
伸
黒
縣
（
企
）
に
は
問
じ
く
大
徳
毒
山
内
龍
光
院
、
芳
春
院
．

に
鷺
於
い
て
、
舗
丁
災
難
四
大
潮
岬
を
開
い
た
。
“
先
づ
午
前
巾
・
は
赤
松
鷲
…
師
の
指
議
｝
の

下
に
龍
光
院
み
徽
辮
汎
の
展
一
概
を
行
っ
た
。
小
堀
轍
曜
州
妊
み
の
惣
親
旧
旅
　
に
は
大
燈

網
帥
撫
㎜
駿
法
甑
㎜
を
伽
掬
げ
、
そ
の
柚
…
江
鱒
月
ゆ
螺
玩
、
玉
窺
ゆ
ホ
珀
、
灘
購
櫛
ぬ
翠
彫
・
b
の

羅
蹟
、
灘
｝
縣
門
探
韻
鎌
・
大
鰹
…
國
麟
〃
像
、
…
悶
薬
・
山
永
魏
丁
、
松
曲
化
蜘
…
昭
睡
ハ
の
撚
…
贋
榔
猟

繍
蝶
数
々
の
塩
品
に
接
す
る
を
得
た
。
齊
愈
の
復
、
勢
界
號
鐙
於
い
て
は
構

鶴
敏
授
、
藤
助
敏
授
よ
撃
窯
艶
の
欝
灘
が
あ
讃
、
瞬
史
研
究
の
動
両
に
つ
き

（76）



力
礁
円
い
指
一
ぷ
払
｝
激
種
畜
と
け
か
あ
り
、
…
引
縛
晒
い
て
懇
談
禽
い
に
は
鞘
備
螂
淋
に
蒸
す
る
深

“
反
省
と
M
鋭
い
批
凋
が
行
は
わ
、
瓢
m
護
な
蹴
献
…
兄
の
交
換
の
の
ち
、
初
鰹
曜
の
馨

易
い
六
時
過
ぎ
に
漸
く
解
逸
し
た
。

武
家
靴
愈
に
お
け
る
ム
胴
理
的
精
勲
旧
に
つ
い
て

國
史
研
究
の
方
陶

実用

j
研
究
酬
覇
談
噌
詰
禽
㎜
　
そ
の
後
・
次
の
如
く
脳
四
か
れ
た
。

一ヒー｛”　十　八．

一一 M　∫導丹

月廿　　　　　　骨
　　　　十
N‘四　　　　　　　九
八　f．1　1逢　二

日

八
月

骨

貰

「
萬
川
裏
海
」
紹
介

石
欝
糎
…
嚴
の
…
益
鳥
に
就
い
て

慈
鎭
關
係
史
料
紹
介

丹
波
砺
路
郷
士
史
料
紹
介

細
川
幽
玉
藍
箪
紀
行
記
紹
介

藤
　
泊
棘
氏

西
田
置
工
郎
氏

藤
　
痘
幹
氏

柴
田
　
湖
面

赤
松
俊
秀
氏

4
爵
敏
袷
郎
氏

準
肉
敏
飴
石
氏

　
弓
田
漱
授
進
駐
軍
人
の
講
演
　
京
都
國
際
文
化
協
力
會
の
孟
催
に
よ
る
日

本
文
化
講
演
一
特
に
第
六
軍
に
目
す
る
一
の
第
一
周
と
し
て
、
西
m
教

檸㎝

ﾍ
十
一
月
十
一
疑
（
月
）
午
後
二
時
よ
り
同
志
縫
本
・
部
講
彙
に
て
、
駐
京
都

第
六
軍
幹
部
約
五
十
名
に
塗
し
て
隠
筋
交
化
の
腿
史
的
獲
展
の
様
相
を
説
き

そ
の
該
博
透
徹
の
意
見
に
よ
サ
豫
期
の
如
く
多
大
な
感
銘
を
輿
へ
て
成
功
裡

に
終
了
し
た
。
更
に
十
一
1
3
廿
六
鑓
（
」
～
）
の
夜
は
特
に
大
阪
古
新
ビ
ル
に
於

い
て
問
様
の
講
演
が
試
み
ち
れ
、
こ
れ
亦
譲
都
除
幹
部
に
封
し
H
本
丈
化
理

解
…
に
多
大
な
瓢
小
論
唆
を
輿
へ
た
O
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
・

東
洋
史
談
話
留

　
瀞
果
洋
乱
災
聯
論
以
新
入
鍛
・
油
皿
び
に
復
一
画
畢
血
を
迎
へ
て
十
一
月
七
丁
張
炉
丁
よ

り
研
究
室
に
開
難
。
疵
席
考
は
宮
崎
敏
授
、
藤
原
助
乎
、
浮
輪
、
厚
地
爾
副

報

手
、
石
生
約
幸
名
。
各
幽
辮
型
持
饗
で
対
食
の
後
、
笹
本
談
話
會
學
庶
委
員

の
挨
拶
静
…
び
に
談
話
倉
“
に
つ
い
て
の
鵯
賜
馴
μ
あ
り
、
轍
陣
轍
腿
¢
賞
誹
町
櫛
弧
繍
㌣
よ
眺
り
黒
Ψ

生
に
郵
し
、
研
究
上
そ
の
他
緑
々
有
釜
な
る
お
話
が
あ
り
、
二
時
巡
に
散
・
了

し
た
。

　
　
　
　
菓
方
等
化
研
究
所
關
駈
記
念
行
事

　
東
方
文
化
研
究
駈
で
は
例
年
通
り
十
一
月
九
臼
、
閉
所
監
置
式
典
を
行
ひ

訪
い
て
記
念
行
撫
と
し
て
左
の
次
第
に
て
説
暫
に
馨
る
支
那
二
化
講
座
を
鮒

催
、
劉
に
記
念
日
當
貝
同
所
講
庫
を
開
放
、
正
史
の
展
槻
を
行
っ
た
。

第
一
日
　
十
一
月
九
口

第
二
日
　
十
一
月
十

H

第
…
呂
臼
　
十
一
月
十
…
擬

第
四
撚
　
＋
｝
月
＋
七
H

二
五
鑓
　
十
一
月
十
八
肖

涜明二二宋三六乱塾先
嚇・礪時時鐸時時轟

代代代代代代代代代代

（
各
賢
典
午
後
一
晦
よ
り
五
時
迄
）

西
洋
史
識
書
儘
大
霜

梅
原
　
重
圏
氏

貝
塚
　
茂
樹
氏

貝
塚
　
茂
樹
氏

吉
川
卓
次
郎
氏

那
波
　
利
貞
氏

宮
崎
　
市
定
氏

田
樗
箕
造
二

二
田
　
亨
氏

紳
旧
喜
一
郎
氏

燦
　
鹿
窪
氏

　
粥
π
十
二
口
白
川
洋
史
繭
晒
筈
會
大
黒
…
は
、
例
年
・
の
如
く
十
…
丹
筑
日
の
明
治
脾
即

に
開
催
さ
わ
た
。
樂
友
愈
舘
が
…
進
駐
縦
・
に
接
牧
さ
れ
た
爾
俄
に
禽
M
揚
を
文
學

筆
潔
　
十
巷
　
第
四
號

融
竜
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r
彙

報

部
属
七
敏
蜜
に
攣
更
す
る
等
の
上
職
異
攣
は
あ
っ
た
が
、
兎
に
角
、
磯
晦
職

後
を
通
じ
て
大
會
の
聯
や
行
を
一
隅
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
銀
は
、
我
々
の
最
も

欝
ぴ
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
欝
測
温
午
か
ら
文
雄
謄
躍
虚
血
で
各
肉
甥
欝
持
滲
の
上
繭
食
を
共
に
し
つ

瓢
源
敏
授
を
中
心
に
奇
談
の
一
刻
を
暫
し
、
次
い
で
一
時
か
ら
講
演
に
移
っ

た
。

　
先
づ
源
敏
授
起
っ
て
、
、
挨
拶
に
代
へ
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
理
想
國
に
就

い
て
し
な
る
演
題
の
不
に
熱
辮
を
搬
は
れ
（
本
講
演
は
泌
っ
て
本
誌
に
掲
戴

の
豫
建
で
あ
る
）
、
　
次
い
で
偽
川
、
ゆ
山
、
井
上
、
鈴
木
悶
氏
の
研
究
獲
褒

が
あ
っ
た
。
本
年
は
交
譲
難
の
鴬
他
雄
・
か
ら
の
旛
τ
澗
を
得
な
か
っ
た
が
、
聴

講
考
は
百
鍛
塩
に
漣
し
て
礎
い
第
七
教
霊
に
盗
れ
、
近
來
稀
に
莞
る
櫨
況
を

呈
し
た
癖
は
、
雄
問
特
に
薦
二
丈
化
理
解
へ
の
｝
般
人
士
の
垂
範
を
示
す
響

ぶ
町
き
雨
隠
と
澱
へ
よ
う
。
講
演
の
内
欝
梗
概
は
次
の
動
く
で
あ
る
。

　
一
、
強
國
と
國
際
革
瀦
機
構
　
　
　
　
　
前
規
貞
次
郎

　
，
（
近
く
畿
表
豫
宛
に
つ
き
梗
概
省
略
）

　
一
、
ロ
シ
ア
史
に
閲
剛
す
る
一
二
の
闇
四
題
　
　
　

巾
・
山
口
鴻
　
｝

　
十
九
世
紀
来
に
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
ル
ロ
ワ
・
ボ
ー
リ
ュ
ウ
は
、
　
「
ロ
シ

ア
と
は
俺
そ
や
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
の
か
、
そ
劇
と
も
ア
ジ
ア
な

の
か
。
ロ
シ
ア
史
の
研
究
講
は
常
に
晶
地
の
凹
凹
ひ
に
｛
麟
｝
麟
せ
し
め
ら
れ
．
る
」
と

爵
っ
て
み
る
が
、
ム
㌣
疑
ロ
シ
ア
史
研
究
も
残
念
な
が
ら
畏
め
閃
ひ
に
明
確
｝
な

解
答
を
蝋
ハ
へ
得
て
み
な
い
。

　
大
膿
、
從
來
の
ぴ
シ
ア
史
研
究
は
申
九
世
紀
讐
一
・
ッ
パ
史
雛
と
闘
じ
理

轡
で
、
糊
じ
願
に
、
問
搬
な
巡
程
を
以
っ
て
畿
撫
し
來
つ
た
も
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
第
鷲
一
十
巻
　
箪
鰻
號
　
　
　
七
八

勿
論
…
こ
の
こ
と
慮
身
は
、
逝
世
ロ
シ
ア
と
い
ふ
も
の
の
賦
質
よ
り
見
て
、
決

し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
い
つ
れ
に
し
て
勇
露
髄
の
す

べ
て
の
ロ
シ
ア
⊥
災
研
究
h
が
灰
謂
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
雄
の
枠
内
に
在
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
後
看
に
講
読
な
隈
界
性
が
、
問
聯
に

箭
蔚
に
も
ま
た
内
在
し
て
み
た
と
衰
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ

ヅ
。
ハ
的
魏
騨
澱
に
立
ち
ヨ
ー
ρ
ツ
パ
的
附
八
慶
に
漁
掌
じ
て
ロ
シ
ア
史
を
提
へ
よ
・
つ

と
し
た
と
こ
ろ
に
、
從
來
の
ロ
シ
ア
兜
研
究
の
特
色
な
り
羅
謬
な
診
が
あ
っ

た
と
爵
へ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
、

　
と
こ
ろ
で
、
從
來
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
蹴
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
ふ
も
の
の

本
質
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
城
性
の
捨
象
・
地
域
性
無
醗
の

脈…哺

j
抱
握
を
以
っ
て
特
色
と
す
る
。
從
撫
小
の
ロ
シ
ア
㌫
災
研
究
は
、
カ
ラ
ム
ジ

ン
よ
リ
ボ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
に
顧
る
寮
で
、
す
べ
て
斯
く
の
加
理
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

史
學
の
糎
蹴
よ
り
し
て
ロ
シ
ア
史
を
把
燃
せ
ん
と
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、

、
之
に
辞
し
て
最
近
ロ
シ
ア
史
を
ぱ
一
つ
の
地
域
的
磁
位
・
地
域
軍
～
騰
の
旛

史
と
し
て
提
へ
よ
う
と
す
る
合
し
い
立
場
が
起
っ
て
來
た
。
饒
に
単
く
捻
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

ト
フ
ッ
諜
フ
は
「
・
シ
ァ
吏
は
ス
ラ
ヴ
三
族
の
歴
更
で
は
な
く
．
・
シ
ア
國
の

雁
史
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
激
っ
て
る
る
が
、
最
近
が
エ
ル
ナ
ド
ス
キ

ー
等
の
代
｛
齢
す
る
断
…
謂
「
ユ
ヨ
ラ
シ
ア
醗
・
汲
」
は
、
明
瞭
に
姻
思
識
的
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
の
串
鰐
に
介
誰
す
る
節
…
嵩
の
地
域
翠
慌
髄
の
駆
史
と
し

て
の
ロ
シ
ア
史
な
る
も
の
を
構
想
し
て
み
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
コ
嵩
ー
ラ
シ
ア
雛
派
」
の
謄
史
艘
蓬
は
、
そ
の
患
想
的
織
先

た
る
十
九
枇
紀
の
，
「
ス
ラ
ヅ
闘
一
丁
　
搬
義
し
の
ロ
シ
ア
史
聯
岬
と
閥
じ
く
、
銑
し

て
二
皮
膿
費
か
ら
栄
転
し
た
支
藩
約
賃
端
的
磁
器
の
戚
呆
な
の
で
は
な
く
、

て78）



む
し
ろ
先
瞼
的
・
闘
式
的
演
繹
の
論
塾
に
す
ぎ
な
い
。
例
へ
ば
我
々
は
、
ヴ

エ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
の
豊
作
に
見
ら
れ
る
獅
肋
々
の
破
砧
腿
を
指
摘
す
る
こ
と
が
斑

來
る
。

　
結
局
我
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
ロ
シ
ア
の
狩
異
な
姿

を
具
膿
三
戸
癖
實
的
に
實
画
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
或
る
時
代
に
は
ヨ

葺
ロ
ツ
パ
の
部
分
と
し
て
、
ま
た
遺
る
時
代
に
は
駈
謂
「
訊
ー
ラ
シ
ア
」
と

し
て
雁
点
を
展
開
し
た
ロ
シ
ア
の
各
時
代
的
な
特
殊
和
を
ば
嘉
賓
の
申
に
深

索
す
る
こ
と
、
之
が
今
口
我
々
の
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

ロ
ー
マ
的
山
二
二
湘
脚
念
の
韓
抗
輪

井
　
上
　
智
　
勇

　
ロ
ー
マ
精
紳
を
ギ
リ
ァ
精
紳
に
鋤
比
し
て
そ
の
歌
調
を
考
へ
る
と
、
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
あ
　
　
カ

が
躍
性
の
究
趣
原
義
と
し
て
奨
善
美
の
蒔
田
債
値
を
仰
ぎ
み
る
の
に
面
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

前
者
は
常
に
血
活
を
直
接
に
指
糠
す
る
實
用
債
値
を
詐
償
す
る
。
ギ
リ
シ
ア

精
勤
の
展
開
が
む
し
ろ
税
實
か
ら
遊
離
し
て
思
想
史
的
獲
展
の
形
態
を
取
る

に
録
し
て
、
　
ロ
ー
マ
精
工
は
流
雛
の
中
に
顯
些
し
た
。
葡
新
は
．
患
惣
の
膿

系
を
作
っ
た
が
後
蔚
は
慕
賓
を
通
し
て
の
み
肉
己
を
畠
示
し
た
。
ロ
ー
マ
精

気
は
か
く
て
思
想
家
の
息
想
と
し
て
で
な
く
て
血
痂
翫
活
の
絡
律
と
し
て
の

「
法
」
の
中
に
、
叉
封
外
獲
展
の
箕
蹉
理
性
と
し
て
自
己
を
雁
．
史
化
し
た
。
か

か
る
ロ
ー
マ
精
漿
の
核
心
を
な
し
た
一
要
素
が
「
蹴
由
」
の
二
念
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
王
政
か
ら
共
和
制
へ
の
韓
換
、
共
和
晦
代
に
戌
落
し
た
諸
法
規
の

　
塾

内
容
、
プ
リ
ッ
チ
パ
ー
ト
と
い
ふ
牲
殊
な
政
治
形
態
等
に
於
い
て
、
吾
々
は
ロ

ー
マ
に
於
け
る
向
由
愛
好
の
精
糖
が
縄
筋
に
一
貫
し
て
ロ
ー
マ
人
を
指
導
し

た
か
を
見
る
。
｝
見
物
歓
と
い
ふ
形
鼻
下
的
誘
惑
に
よ
（
、
て
の
み
行
は
お
た

彙

報

如
く
み
ら
れ
る
ロ
ー
マ
の
世
界
辮
…
大
も
、
轡
ハ
は
非
肉
由
的
誌
斑
族
に
「
霞
由

を
附
輿
せ
ん
」
と
す
る
ロ
ー
マ
人
の
世
界
史
的
使
命
の
面
魂
に
薬
礎
づ
け
ら

れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
　
所
で
ロ
ー
マ
的
霞
由
は
、
　
嗣
定
化
し
た
概
念
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
環
鏡
を
つ
き
破
っ
て
そ
の
内
容
を
擁
大
し
て
行
っ

た
醸
箕
が
示
す
や
う
に
、
ロ
ー
マ
史
を
貫
記
す
る
歴
史
的
な
d
話
コ
瞬
で
あ

っ
た
。
併
し
そ
れ
は
懸
念
℃
（
…
翫
曾
官
戸
竃
ミ
門
ぴ
と
い
ふ
勲
爵
の
絶
目
的
樹

由
を
認
め
る
ギ
リ
シ
ア
的
無
限
的
肉
由
で
は
な
い
。
飽
く
迄
も
法
と
し
て
國

家
自
説
泓
雨
芯
の
形
成
に
佛
只
堀
由
．
」
れ
る
こ
と
を
鍵
凋
嫌
W
と
議
祠
る
。
つ
壷
折
リ
ロ
ー
・
マ
入

に
と
っ
て
、
面
山
の
實
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
境
地
に
於
い
て
闘
一
家
生

活　

ﾖ
の
滲
晶
川
ウ
一
確
保
擁
…
大
議
，
る
こ
と
に
柚
…
な
・
b
な
か
っ
た
。
圃
門
民
は
嶽
・
b
三

富
を
規
宛
し
聴
の
轟
轟
に
よ
っ
て
肉
ら
を
動
軸
し
た
。
こ
の
國
民
と
直
家
と

の
翻
互
規
定
が
ロ
ー
マ
的
蹴
由
の
限
界
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

中
世
都
市
の
人
口
に
つ
い
て

鈴
木
成
乳

　
論
蔵
は
都
市
の
高
度
に
獲
糊
し
た
時
代
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
特
に
そ

れ
が
大
都
市
と
し
て
で
な
く
小
都
市
型
に
お
い
て
四
度
に
獲
潤
し
た
と
い
ふ

意
味
で
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
都
市
や
近
代
都
市
の
如
き
大
都
市
型
と
は
杢
乱
暴
つ
た

性
絡
を
有
す
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
小
都
市
で

あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
終
済
上
に
お
け
る
封
鎖
的
爵
給
箪
位
た
る
こ
と
と
一

致
す
る
も
の
で
、
中
世
の
如
き
塒
地
的
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
懲
制
の
下
に
お
い
て

は
都
市
の
人
瓜
は
一
定
の
限
度
以
上
に
膨
張
し
得
な
い
制
約
性
を
有
す
る
も

の
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
。
此
の
人
口
の
蹴
剛
に
つ
い
て
は
既
に
晶
心
臓
　
測
に
お
い

て
研
究
が
露
ね
ら
れ
、
聴
に
構
綻
末
か
ら
世
綻
初
の
頃
に
か
け
て
…
肱
の
完

第
藁
牽
巷
　
第
四
號

七
九

臥

（79）



黎

報

残
歌
態
に
塗
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
唯
統
計
的
叢
料
の
鹸
如
し
て
る
る
と
こ

ろ
が
ら
、
軍
に
瑚
論
的
推
児
に
薬
く
推
定
的
人
毛
研
究
は
間
も
な
く
方
法
上

の
限
界
に
塗
し
て
停
頓
厭
態
に
入
っ
た
。
唯
そ
の
…
間
從
一
來
の
研
究
に
お
い
で

も
、
推
建
数
字
の
修
正
が
常
に
大
藩
の
方
向
に
向
っ
て
で
な
く
少
数
の
方
向

に
向
っ
て
な
さ
れ
て
來
た
と
い
ふ
　
描
撮
せ
る
傾
向
の
塘
取
さ
異
る
こ
と
は
油

思
す
べ
き
黙
で
あ
る
。
殊
に
最
蛭
に
釜
っ
て
ペ
ヒ
テ
ル
の
如
く
此
の
少
獅
瓶
欝

慨
を
ば
夏
に
趣
慶
に
富
で
霞
め
ん
と
す
る
見
解
が
畿
揚
し
、
面
も
此
の
如
き

過
小
盤
の
故
に
巾
轍
都
市
は
灘
っ
て
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
箪
位
た
り
得
ざ
る
竜

の
で
あ
り
、
遽
雛
離
商
難
の
流
癒
網
の
上
に
立
っ
て
こ
そ
始
め
て
存
立
し
得

る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
簗
リ
、
ロ
エ
ー
リ
ツ
ビ
そ
め
他
の
遽
踵
離

瘤
商
論
と
の
　
致
黙
が
見
繊
さ
れ
る
に
簸
つ
た
こ
と
は
甚
だ
興
昧
が
深
い
。
、

帥
ち
累
世
の
纏
濟
膿
欄
の
本
位
に
嘉
す
る
見
解
の
推
移
に
俘
ひ
、
　
一
時
停
頓

に
陥
っ
て
み
た
人
獅
研
究
が
そ
の
方
法
漫
芸
約
に
も
拘
は
ら
ず
、
今
”
再
び

放
羅
す
る
能
は
ざ
る
問
題
牲
を
構
成
し
來
つ
た
こ
と
砿
溢
翻
せ
ら
る
べ
き
で

あ
ら
う
。

地
理
畢
紅
海
露

　
難
業
生
豫
騰
愈
　
本
年
麓
の
地
理
餓
尊
堂
挙
藁
癒
贈
名
に
封
ず
る
豫
箪
笥

は
九
擢
二
十
一
繕
（
金
）
午
欝
十
一
時
よ
妙
地
塁
攣
費
翌
翌
に
於
て
開
催
。
小

牧
歎
擾
」
野
蛮
講
師
、
岡
本
助
手
の
外
、
先
餐
と
し
て
珍
ら
し
く
も
第
瓢
圓

卒
鍛
小
緬
崩
の
轟
鵡
閃
氏
、
強
岬
二
胸
門
撚
∴
築
生
の
巾
野
氏
が
見
・
凡
、
そ
の
他
瓠
乱
田
、
村

上
、
　
孟
の
講
氏
及
び
雄
生
瑚
名
簿
集
。
臨
簸
柄
と
て
各
肉
持
蟄
の
勝
獣
を

繁
い
て
断
食
し
、
午
後
闘
縛
畷
ま
で
鍬
談
を
譲
け
表
。

第
…
鵬
十
毬
　
策
撚
號

考
古
墨
敏
室
近
塊

八
○

　
餐
吉
認
丁
麟
聯
諮
愈
　
八
邦
十
∵
鑓
（
土
）
午
後
ご
臨
卒
よ
り
敏
鏡
に
於
い
て
開
一

催
、
梅
原
敏
授
・
村
田
講
離
以
下
大
雄
院
雄
生
競
売
綴
席
、
松
斑
｝
政
氏
の

「
ソ
聯
の
蕪
贋
器
臨
，
臨
代
に
就
い
て
し
な
る
舳
欝
演
を
聴
く
。
講
演
は
晶
同
町
幽
物
質
丈

化
學
院
刊
行
の
報
轡
轡
を
要
約
の
上
、
蕪
ね
て
他
の
丈
獄
を
謬
照
し
て
現
准

の
知
見
を
示
し
た
有
盆
な
も
の
で
あ
っ
た
。
講
演
寒
梅
際
教
授
か
ら
雷
撃
部

初
期
の
襟
…
楼
…
な
”
講
㈲
敏
官
一
の
指
慰
に
就
い
て
の
M
羅
纈
談
が
あ
夢
、
縛
〃
ち
寄
り

の
茶
菓
を
喫
し
て
践
晦
避
ぎ
敬
愈
し
た
。

　
復
璽
｛
獅
脳
豊
關
…
係
轡
…
慰
戯
野
山
η
古
月
卿
勲
畝
軽
盟
認
　
顧
μ
田
縦
乎
を
除
く
騰
…
召
入
三
門
の

敏
ゆ
識
蘭
脂
漏
譜
氏
の
復
熾
一
か
洞
灘
合
に
単
く
隔
唱
翻
凹
に
行
は
れ
た
の
で
、
是
等
繍
舶
庚

を
慰
｛
次
の
上
新
し
い
蜘
擬
足
を
糊
川
す
蚤
霧
の
談
浄
曲
挙
隅
を
十
無
μ
十
八
日
（
木
）
裏
糊

か
ら
敏
霊
で
催
し
た
。
戯
猛
者
は
復
讐
の
小
林
助
手
・
藤
岡
囑
託
・
心
懸
。
幅

寄
・
篭
利
（
工
賃
大
學
院
撫
Ψ
生
）
樗
門
陳
。
藤
渾
・
横
出
・
総
　
臨
（
以
上
灘
耳
攻
雄
・
生
）
の

譜
欝
を
は
じ
め
、
梅
陳
敏
授
・
田
蒜
椚
助
敏
授
・
村
田
講
蘭
以
下
す
べ
て
三
七
名

で
近
畷
稀
に
見
る
盛
曾
で
あ
っ
た
。
｝
同
食
癖
を
典
に
し
て
か
ら
敏
授
の
挨

拶
に
は
じ
雷
り
順
次
慮
已
紐
介
を
し
な
が
ら
醗
験
や
將
來
の
希
塑
を
開
陳
、

そ
れ
に
つ
い
て
一
々
敏
授
の
補
足
が
あ
り
、
更
に
傭
聯
帯
の
樒
…
報
に
驚
く
鰍
伽
職

後
に
於
け
る
朝
鮮
の
古
蹟
戦
機
な
り
博
物
館
め
賛
梼
の
紹
介
な
ど
あ
っ
て
、

禽
同
は
麿
慧
義
に
匙
め
ら
劇
湘
有
憲
の
提
供
に
係
る
果
物
。
菓
噸
ナ
な
ど
に
瀬
…
晦
…

し
て
四
時
遡
ぎ
飯
回
し
た
。

　
墨
生
の
嚇
坦
地
指
導
　
十
”
廿
八
“
（
“
）
寒
駅
史
談
野
川
の
…
難
で
大
瀦
丹
波
帯

の
天
理
糊
講
…
鮒
…
で
澗
館
薮
…
敗
一
の
…
撒
難
燃
刀
勝
添
A
郷
疵
菰
撫
罪
虐
割
混
の
見
雛
會
が
行

（80）



は
れ
た
・
致
室
關
係
員
は
こ
の
機
魯
を
利
朋
し
て
園
田
午
前
＋
時
同
館
に
簗

合
、
右
の
會
に
合
流
の
上
梅
原
敏
授
の
設
明
の
下
に
多
歎
の
實
物
を
児
學
、

十
一
時
か
ら
は
同
教
授
の
「
古
瓦
に
就
い
て
」
な
る
講
演
を
聴
い
た
。
而
し

て
午
後
は
快
晴
を
利
用
し
て
そ
の
東
甦
の
下
に
石
上
八
分
函
、
同
大
塚
古
墳

箏
丹
波
市
近
郊
の
重
要
な
燈
跡
を
踏
査
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
大
畢
院
墨
生
の
露
含
と
講
講
　
終
戦
に
俘
ふ
教
室
關
係
者
の
復
資
に
俘
ふ

露
置
と
し
て
、
新
墨
期
か
ら
所
定
の
講
義
の
外
に
梅
原
教
授
指
導
の
下
に
次

の
諸
會
合
を
行
ふ
こ
と
に
な
っ
て
十
一
只
中
旬
か
ら
開
始
し
た
。

　
｝
、
蝦
鎖
院
學
生
研
究
會
、
毎
週
一
悶
木
曜
日
午
後
一
時
…
黛
時

　
一
、
有
志
の
歴
奥
考
古
學
研
究
會
　
同
上
木
暇
陛
午
後
三
時
L
五
時

　
一
、
墨
生
の
鎌
脚
毎
週
一
同
月
曜
獅
午
後
｛
時
⊥
｛
蒔
、
テ
キ
ス
ト
は

　
　
　
O
皐
㏄
皐
尉
単
。
σ
q
「
塁
皿
。
｛
｝
お
｝
養
8
｝
。
σ
q
団
（
同
・
○
コ
（
δ
ぎ
一
㊤
㏄
直
）

　
な
ほ
村
田
講
師
の
、
濁
逸
書
講
讃
も
近
く
行
は
れ
る
豫
定
で
あ
る
。

　
梅
原
激
…
授
の
餐
地
史
曙
肌
鯛
…
査
　
九
月
骨
二
・
廿
置
の
窪
目
伊
賀
上
欝
市
に

出
張
、
村
治
圓
治
郎
・
岡
隅
槽
栄
轡
爾
氏
の
協
力
を
得
て
ユ
同
地
叢
鵬
…
駁
寺
跳

と
其
の
出
土
品
を
精
査
す
る
研
が
あ
っ
た
。
次
に
＋
｝
月
塞
蹉
鱒
か
ら
廿
八

日
に
互
る
期
筒
｛
晶
双
縣
下
に
繊
辮
桝
け
て
、
西
伯
郡
賀
…
野
・
瞬
牢
・
碕
十
村
編
剛
闘
．

東
伯
郡
浦
安
町
鷲
尾
・
因
幡
土
師
百
井
等
の
そ
れ
ム
＼
の
腹
寺
鐡
に
就
い
て

調
盗
す
る
所
が
あ
り
新
資
料
を
蒐
集
し
た
。

會

報

小

　
本
年
は
顕
職
直
後
の
事
で
も
あ
り
、
諸
準
備
も
憲
に
僅
せ
ぬ
の
で
、
例
年

の
如
き
大
嶺
は
取
止
め
、
小
割
と
し
て
さ
、
や
か
な
が
ら
も
、
意
義
あ
ら
し

め
る
事
と
ゆ
、
十
．
一
月
十
八
日
、
面
詰
寺
本
ぼ
坊
に
於
て
、
左
の
如
伊
く
見
雄
並

び
に
講
演
會
を
開
催
し
た
。
折
柄
、
紀
漿
に
奈
出
錦
繍
の
如
く
簸
想
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

多
鍛
愈
員
の
盤
會
を
得
て
聡
達
で
あ
っ
む
。
，

　
…
、
見
　
攣
　
午
前
＋
時
牛
よ
り
蕉
回
国
、
網
縄
寺
所
籔
古
文
霧
類
及
び

　
　
　
　
　
　
庭
磯

　
｝
、
講
演
魯
　
午
後
…
時
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
一
、
調
和
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
髄
　
園
氏

　
　
一
、
支
那
研
究
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
那
波
　
利
』
貝
氏

　
　
「
、
十
…
羅
文
蹴
呂
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
西
璃
置
二
郎
氏

　
　
　
（
土
履
文
書
の
展
覧
と
説
明
を
併
せ
行
ふ
）

　
な
ほ
別
に
本
願
馬
身
會
員
の
寺
内
毘
閃
庵
住
持
會
二
輪
井
景
雄
氏
よ
り
も

南
騨
寺
に
就
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

（Sl）

會

報

節
三
弔
巻
　
第
四
號
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